
 

 

 

 

 

 

 

ミニ展示「郷土でウマれたおもちゃたち」を開催しています 
（令和５年度 博物館実習生等による展示） 

和歌山県立紀伊風土記の丘では、8月下旬に博物館実習（学芸員資格の取得を目指す大学生等に

よる学外実習）およびインターンシップの受け入れを行っています。今年は、４名の実習生が当館

学芸員の仕事や展示等を見学し、講義等のほか、考古資料・民俗資料等の文化財の取り扱いや梱包

作業、展示の実習等を行いました。 

今回の展示実習では、当館に保存されている民俗資料のうち、昭和期に地元和歌山をはじめ全国

の郷土玩具を収集した秋山清四郎コレクションの中からウマの郷土玩具を展示し、日本各地の人と

馬のくらしや祈り、多様なデザインの一端を実習生の感性で選び出した「推しウマ」を展示してい

ます。初めての展示という課題に取り組んだ実習生たちの創意工夫を、展示から感じ取って楽しん

でいただければ幸いです。 

 

                                                                      

１． 展示品 八幡馬（青森県）、一刀彫南部馬（青森県）、チャグチャグ馬コ（岩手県）、木曽格子駒（長野県）、 

木目彫り馬（奈良県）、馬型埴輪置物（宮崎県）、鈴かけ馬（鹿児島県）など 21点 

      （以上、秋山郷土玩具コレクション） 

２．期 間 令和５年８月 26日（土）～９月 21日（木） ※9/4、9/11、9/19 は休館日 

３．場 所 和歌山県立紀伊風土記の丘資料館 常設展示室 

４．入館料 一般 190円／大学生 90円 

※高校生以下、65歳以上、障害者、県内在学中の外国人留学生は無料（要証明書） 

５．担 当 令和５年度博物館実習生（3人）、インターンシップ実習生（1人） 


